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様式第 3号（第 4条関係）               

会  議  録 

 

1 附属機関等の会議の名称 

第 11期丹波篠山市女性委員会 第 6回委員会 

 

2 開催日時 

令和 5年 4月 25日 金曜日 13時 30分～ 

 

3 開催場所 

市民センター2階 研修室 5 

 

4 会議に出席した者の氏名 

（1） 委  員 （敬称略・順不同） 

     井上 円香、片岡 正子、畑 弘恵、本莊 賀寿美、巻幡 真利子    

 

（2） 執行機関 事務局 市民生活部 人権推進課  課 長  辻川 かおり 

男女共同参画センター   主 事 中安 有朔 

 

（3） そ の 他 市職員 行政経営部 管財契約課  課長補佐 梶谷 典広 

                          臨 時 粟野 真理子 

        市教育委員会  学校教育部 学事課 課  長 山本 毅 

                          係  長 上山 創史 

 

（4） 講 師   

TOTO株式会社 関西支社 神戸支店 市場開発課 担当課長 木村 裕昭 

           特販本部 市場開発第三部 プレゼンテーショングループ 

チームリーダー 前田 洋子 

 

5 傍聴人の数  

1人 

 

6 議題及び会議の公開・非公開の別 

 全て公開 
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7 非公開の理由 

 該当なし 

8 会議資料の名称 

 第 11期丹波篠山市女性委員会第 6回委員会次第 ほか 

 

9 会議の概要 

 開会  13時 30分～ 

（1） あいさつ 

（委員長） 

   それでは、早速研修に移る。 

 

  （2）研修 

   講師 ： TOTO株式会社 関西支社 神戸支店 市場開発課 担当課長 木村 裕昭 

       特販本部 市場開発第三部 プレゼンテーショングループ 

チームリーダー 前田 洋子 

      内容： 【パブリックトイレのユニバーサルデザインと観光地のおもてなしトイレ】 

 

 

  （3）質問・感想 

（委員） 

 研修を受けて、様々な悩みを抱えている人がいて、トイレも多種多様なものがあると感じた。

トイレの中には、観光地に設置するための、人々を楽しませるためのものがたくさんあることが

分かり、丹波篠山市にもできたら良いと感じた。 

 

（委員） 

 透明トイレは、映像を１面だけでなく３面以上に投影すればもっと関心が集まる。 

 丹波篠山市でも、トイレを観光資源にする取り組みを進めてほしいと思っている。 

 また、丹波篠山市では、公的な場所のトイレにおいて和式トイレが半分程度を占めていると思

うので、既存トイレの改修の予算を充実させてもらいたい。また、今よりも市の関心がトイレに

向いてほしいと思っており、丹波篠山市の観光とトイレを結び付ける方向で、女性委員会として

の提言をできないかと考えている。 

 

（講師） 

 TOTOでは、全国で行っている自社の取り組みを「TOTO:COM-ET」というサイトで掲載して

いるので、ぜひご覧いただければと思う。「こういった事例を見たい」といったときに、役に立つ

と思う。 
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（委員） 

 某道の駅にあるような、円形に個室を配置する形のトイレは良いと感じた。個室の空き状況が

入ってすぐに一目でわかる。TOTO様でもそのような形のトイレを製造されているか。 

 また、以前ニュースでイギリスの女性用小便器（PEEQUAL）が取り上げられており、とても

斬新だと感じた。 

貴社では、新しい形のトイレの開発や進化させる取り組みを行っているか。 

 

（講師） 

 道の駅のトイレの件については、自社では、トイレのレイアウトを多数手がけているので様々

な要望に応じた、色々な形のトイレを作ることができる体制はある。 

 また、女性用小便器の件については、過去に日本人が着物を着ていた時代に自社でも女性用小

便器を作っていたことがある。現在は生活様態の変化によりニーズが変わったため作っていない

が、今後新たにニーズがあるものは随時開発していく。 

 

（委員） 

 今、市内の学校のトイレは、先進的なものではない普通のトイレが主流だが、学校トイレに関

する要望として多いものは何があるか。 

 また、先進的なトイレに変えた際のメリットは何かあるか。 

 

（講師） 

 全国的に、洋式便器化に関するものが多い。国交省が洋式便器の設置比率を 2025年度までに 8

割程度とするように定めている。今は和式便器を残すことがほとんど無い。先生の中には、学校

の外に出た時に和式便器が使えないと困るので残してはどうかという意見を出す方もいるが、生

徒たちが和式便器を残すことを希望することはほとんどない。 

 医学的にも、和式便器を使用する際の体勢は負荷がかかっていて望ましくない。 

 また、避難所として使用される体育館等ではバリアフリーデザインのトイレを設置することが

望ましいが、全国的に設置率が低いので、普及率を上げないといけないという課題がある。 

 なお、新しいトイレは水の使用量が昔よりも少なく済む（従来品の６割ほど）ので、環境やラ

ンニングコストの面からみても、先進的なトイレに変えることのメリットがある。 

 

（委員） 

 洋式便器は和式便器と異なり、使用時に直接肌が触れるため汚いと思う人もいる。 

 消毒液等で除菌はできるか。 

 

 



4 

（講師） 

 種類によるがほぼすべて細菌・ウイルス等は除去できる。 

 なお、コロナ禍において、洋式便器から感染するということも言われたが、エアロゾルやウイ

ルスが粘膜に付着することが主な感染経路であるため、肌に触れたから感染するということはな

い。トイレが終わった後に手洗いすることが清潔・安全に繋がる。 

 

（委員） 

 昔の学校ではトイレのスリッパをはき替えていたが、今はないところもある。衛生的に問題は

ないか。 

 

（講師） 

 湿式トイレだと、履き物に菌をつけて移動することで、色々な場所へ菌を広げる一因になって

いたが、乾式トイレだとそのリスクはほとんどない。 

 

（委員） 

 履き物を履き替えないで済むことが、使いやすいトイレに繋がると思うので、乾式トイレを増

やすことで使いやすいトイレを増やすことに繋がるかもしれない。 

 

（委員） 

 男性用小便器だと周りに飛び散るため、様々な感染リスクに繋がることはないか。 

 

（講師） 

 基本的に、大腸菌等が繁殖するのは水分があるから。湿式トイレの床等に大腸菌が付着し、水

分により増殖して媒介していくというのが主な流れ。小便器の尿が原因となって感染リスクに繋

がることは考えにくい。 

 

 

（委員） 

 蓋がないトイレの便器にリスクはないか。 

 

（講師） 

 蓋の開閉によりヒンジが痛んだり、バリアフリーの観点により、蓋をつけるデメリットがあっ

たため、コロナ禍前は蓋無しのトイレが主流だった。 

 なお現在、厚労省によりコロナ等の感染拡大防止の観点から蓋を閉めて流すことが推奨されて

いるが、医学的なエビデンスはない。主流の節水便器では、流した際に飛び散るリスクはほとん

どない。そのため、自治体でも対応が分かれている。 
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（委員） 

 節水型トイレによる詰まり等、下水管への影響があると聞いたことがある。 

 

（講師） 

 既存の配管を改良せずに節水型トイレを設置した場合、詰まる可能性はある。TOTO では、流

水量を変えることができる機能がついている。 

 

（委員） 

 その他意見・質問等はないか。 

 

（一同） 

「意見・質問なし」 

 

（委員） 

 以上で、TOTO株式会社様からの研修を終了する。 

 

（4）協議事項 

（委員長） 

・環境審議会の委員 

 前回に引き続き、本莊副委員長を推薦する。 

 

・次回の研修は、「男女共同参画に係る県内の先進的取り組み自治体の事例」について。 

 

・次回女性員会は、6月 9日（金）13:30～ 

  市民センター2階 研修室 5で開催予定 

 

（5）閉会 

（副委員長） 

 閉会あいさつ 


